
第一回町政報告会資料 

 

１ 開会の言葉 

飯田又男氏 

 

２ あいさつ 

 

３ 町政報告 

９月定例会日程（9/22 ～ 10/12） 

月 日 曜日 会議区分 件名（簡略） 

９月 22日 木 本会議 人事 

９月 27日 火 本会議 人事 

９月 29日 木 本会議 議案・一般質問 

９月 30日 金 本会議 一般質問 

10月３日 月 本会議 一般質問 

10月 5日 水 本会議 議案審査 

10月 6日 木 委員会 教育厚生委員会 

10月 7日 金 委員会 総務建設委員会 

10月 12日 水 本会議 議案審査 



① 大橋よしひさ一般質問 

（10月 3日） 

 

１、 防災への取り組みについて 

Q 防災無線を聞き逃した場合の対処法は 

A フリーダイヤルやすぎめー。にて対応。 

Q すぎめー。を知っている町民はわずかであるが。 

A エリアメールというものを導入予定。 

Q 非常時による伝達は？ 

A 拡声器を積んだ車などで対応。 

Q 防災倉庫の中身は管理、把握されているのか。 

  町独自の防災倉庫はあるのか。 

A 46の自主防災組織があり、確認をしている。 

  町独自の倉庫は 16ある。 

Q 防災倉庫の食料、水は足りているのか。 

A 防災倉庫で一日分はある。もう一日分は各自で用

意をする必要がある。 

Q 防災訓練にどう取り組んでいるのか。 

A 自主防災組織と合同した訓練を行っている。 



Q どのような訓練が行われているのか。 

A 実行委員会方式で行っている。今年は杉戸小会場

とし、近隣を中心とした 5行政区に参加をお願いして

いる。 

 

２、 放射線量の測定について 

Q 放射線量を週 1回測定している西近隣公園、泉小

学校は毎日測定できないか。 

A 測定しない。 

Q 定期測定場所以外に測定はしないのか。 

A 天候などに異常があったときのみ測定する。 

Q 防災無線で測定結果を放送できないか。 

 また、インターネットなどが使える環境にない町民

へは当初どのようにして結果を周知しようとしたの

か。 

A 緊急性がないため放送しない。（周知方法に関し

ては明確な答弁なし） 

Q 役場と泉小学校、西近隣公園では測定する高さが

違うのはなぜか。 



A 対象とする年齢層が違う。 

Q 江戸川河川敷の牧草検査の結果とその周知は。 

A 放射性物質は検出されず。周知は県より行った。 

Q 県の測定結果と町の測定結果が違うがなぜか。 

 （第三小では、県で 0.107 町で 0.18） 

A 機器や測定方法が違うので。 

Q 安全の基準は。 

A 年間 1ミリシーベルト。0.19μｍsv/h 

Q 農産物の放射線量の検査は町独自で行うことが

できないのか。 

A 県の指導により行わない。また、町独自で検査を

行う施設、機器もない。 

 

 

 

 

 

 

 



② 議員一般質問 

 

議員名 質問内容 

石 井 幸 子 公職選挙法の遵守を 

公会計をどのように行政運営に活かすのか 

入札改革の必要性は 

伊藤美佐子 子ども医療費窓口払い無料化の対象年齢と近

隣市町への拡大を 

既存木造住宅耐震診断・改修工事費補助金の

増額を 

高齢者等への緊急情報キットの配布状況は 

石 川 敏 子 子育て支援の充実を 

高齢者福祉の充実を 

道路冠水の対策は 

平 川 忠 良 雨水対策 

東埼玉総合病院移転に伴う諸問題 

LED防犯灯、道路照明等の設置の取り組み 

濵 田 章 一 南側整備計画 

須 田 恒 男 高齢者の充実した生活のために 



子育て支援のさらなる取組みに向けて 

安心・安全への取組みはいかに 

まちづくり懇談会の開催 

坪 田 光 治 町の夜間照明施設 

東武動物公園東口通り線の整備 

阿 部 啓 子 誰もが公共施設を利用できるように引き続き

使用料を減免するべきでは 

東埼玉総合病院の移転に対する対応は 

豊岡地域の生活環境整備 

森 山 哲 夫 放射能から町民を守るための積極的な取り組

みを 

町職員による公金詐取事件 

南側整備計画の推進を 

大 橋 芳 久 防災への取り組みは 

放射線量の測定 

 

※ 窪田議員、勝岡議員、宮田議員は質問せず。 

 稲葉議長は質問することができない。 

 



気になった質問と答弁 

① 東埼玉総合病院移転問題 

・道路・交通網の整備 

・移転後の町の医療 

② 南側整備計画 

  ・今年度の計画は進められるのか 

③ 東武動物公園駅東口通り線整備 

  ・事業の流れ、完成の見通しは 

④ 職員による公金詐取事件 

  ・経過と処分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 議案 

 

人事について 

Ⅰ 議会 

議長に稲葉光男氏、副議長に濵田章一氏。 

 

Ⅱ 会派構成 

改革 23 上原幸雄、須田恒男、濵田章一 

新政クラブ 宮田利雄、勝岡敏至、坪田光治 

日本共産党 阿部啓子、石川敏子、森山哲夫 

公明党 平川忠良、伊藤美佐子 

無所属 大橋芳久、窪田裕之、石井幸子、稲葉光男 

 

Ⅲ 委員会 

総務建設：委員長、宮田利雄 副委員長、窪田裕之 

教育厚生：委員長、須田恒男 副委員長、阿部啓子 

議院運営：委員長、森山哲夫 副委員長、坪田光治 

広  報：委員長、石川敏子、副委員長、勝岡敏至 

 



審議された議案 

 

 議   案 決 大橋 

40 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方

公共団体の数の減少、同組合の規約の変更及

び財産処分について 

可決 賛成 

41 平成 23 年度杉戸町公共下水道事業特別会計

補正予算 

可決 賛成 

42 財産の取得について（パソコン指導室等パー

ソナルコンピュータ外） 

可決 賛成 

43 平成 23年度杉戸町一般会計補正予算 可決 賛成 

44 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例

及び杉戸町職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例 

可決 賛成 

45 杉戸町の特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例 

可決 賛成 

46 杉戸町障がい者生活介護施設条例等の一部

を改正する条例 

可決 賛成 



47 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を

改正する条例 

可決 賛成 

48 平成 23 年度杉戸町国民健康保険特別会計補

正予算 

可決 賛成 

49 平成 23 年度杉戸町後期高齢者医療特別会計

補正予算 

可決 賛成 

50 平成 23 年度杉戸町介護保険特別会計補正予

算 

可決 賛成 

51 杉戸町監査委員の選任について 可決 賛成 

52 町長の給与の特例に関する条例の一部を改

正する条例 

可決 賛成 

請 2 公共施設の使用料の減免・無料の存続を求め

る件 

動議  

 

 

※ 第 51号議案で監査委員は上原幸雄氏を任命 

 

 

 



 主な質疑 

 

第 42号議案 財産の取得について 

 カルスタすぎとのパソコンを約 800万円で更新 

 ・高額ではないか 

 ・利用団体が限られているが 

 ・20台もいらないのではないか 

 ・入札方式、評価は妥当か 

 

第 52号議案 町長の給与の特例に関する条例 

職員による公金詐取事件に対する責任 

・副町長の責任は 

・再発防止策検討委員会の人選 

 

請願 2号 公共施設の使用料減免、無料の継続 

 実質無料化で使われている公共施設（公民館）を受

益者負担の立場から有料化へ。 

 利用者サークル等との話し合いは 

 ワーク・ショップの意見の反映は 

料金の算出方法は 等   



４ 全員協議会より 

・  消防広域化について 

・  公共施設の使用料減免の請願について 

・  高野台子どもの家改築について 

・  杉戸町における空間放射線量の測定について 

・  配水池用地等公売について 

・  公金詐取事件について 

・  ワークショップからの提言について 

・  公共施設の使用料の見直し原案について 

・  さくら YOSAKOIin杉戸について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 今後について 

① 町政 

次回は 12月定例会。11月 28日開会予定。 

大きなテーマは公共施設の使用料見直し。 

 

② 個人活動 

最低一か月に一回ずつの駅頭活動。 

チラシづくり。 

 

③ 報告会 

次回は 12月末か１月中を予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 後援会設立に向けて 

決めておきたい事柄 

・  規約（組織、会費） 

・  役員 

・  活動内容 

・  その他（バス旅行の実施の検討） 

 

６ 質疑応答 

 遠慮なくどうぞ。お答えできないことに関しては必

ず調べてお知らせいたします。 

 

７ その他 

 まちづくり懇談会について。 

 10月 16日すぎとピアにて。参加者 60名程度。 

 テーマは公共施設の使用料見直しについて。 

約２時間。質疑応答は約 30分。 

 

８ 閉会の言葉 


